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平成21年12月定例会の一般質問で、保坂明子議員から「専門
性を生かせる職員の育成を」という質問が出されました。こ
れは、ワークショップで「役場の短期間の人事異動をやめ、
もっと行政の専門分野のプロの育成に力を注いでも良いと思
う」との提言に賛同されています。町長の答弁では「多様化
の時代に向き合えるよう、職員の専門分野研修会への積極的
参加や、各分野の経験を積み重ねることで、見識の
広がり・的確な判断ができる人材育成を目指し
たい」との回答を得ています。 平成22年3月定例会の一

般質問でも、田中博愛
議員・塚原將司議員か
らワークショップでの
大学生の意見を取り入
れた質問が出されました。

・ほたる保護のために条例を制定すべきでは
　ないか
・ビオトープから地域のネットワークづくりを
・緑化まちづくり推進のために、緑化・景観
　推進条例などを制定し、住民に促していく
　べきでは
・常永駅周辺の空き地の有効活用と駐輪場の
　整備の必要性
・公共交通機関の充実で、昭和町をもっと利
　用する人が増えるのでは
・道路拡張や街灯設置個所の増設で、住民の
　安全を守っていく
・一般住民に防犯意識をもってもらうため、
　防犯ボランティアの育成や育成を行う人材
　の確保が必要だ
・議会PRの一環としてゆるキャラ作成

・子ども議会の開催で、議会のしくみなどを
　学び興味・関心をもってもらう
・病児保育専門の施設の充実
・育児休暇取得の促進
・役場の短期間の人事異動をやめ、行政の専
　門分野のプロの育成を
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町づくりに関心を持っていただいた
学生約150人に対して昭和町の様子を
紹介しました。
町の財政状況と福祉政策について説
明いたしました。学生たちは何カ月
もかけて昭和町を調査研究し、若い
感性で昭和町政への提言を検討しま
した。

経　緯

学生の
現地調査

7月ころからグループごとに昭和町役場や町内の現場を訪れ、町の状
況の調査や現地での聞き取り、そして各担当課長に質問するなど研究
をしてきました。
2カ月ほどかけて、児童館・保育園などでアンケート調査を行うグルー
プや、常永区画整理地内を視察するグループなど、それぞれの政策提
言をまとめました。

講師の話を一方的に聞い
たり、教材を読むだけで
なく、参加者が専門家の
助言を得ながら積極的に
かかわり、問題解決のた
めに行う研究集会。

ワークショップとは？

　昭和町議会は、井戸端会議や区長懇談会など、
住民に開かれた議会を目指し、住民の声を町
政運営に生かそうと考えている。その一環と
して、一昨年度の学生議会に続き、昨年度はワー
クショップが開催された。
　議員の一言一言を学生が真剣に聞き、今後
の研究に活かしている。私自身も、自治の原
点を再確認している。「改革が重要なのでは
ない、住民の福祉につながらなければ意味は
ない」。「多くの住民の声を聞き、町民全体
の代表になれる」。ハッとした言葉である。
　住民目線で住民福祉の向上を第一に考える
昭和町議会に期待している。

昭和町議会に期待！

山梨学院大学法学部教授
第29次地方制度調査会委員

江藤　俊昭



全国初の試みとして、平成20年5月にスタートした山梨学院大学ローカル・
ガバナンス研究センターと昭和町議会の提携も2年目を終え、平成22年度も
引き続き進めていくことになりました。

■
2
年
目
を
振
り
返
っ
て
の
感
想

　
学
ぶ
、
行
動
す
る
、
改
革
す
る

議
会
を
め
ざ
し
、
山
梨
学
院
大
学
ロ
ー

カ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

と
提
携
し
た
議
会
改
革
の
事
業
も

２
年
目
に
入
り
、
各
分
野
の
専
門

の
教
授
を
囲
ん
で
９
回
に
お
よ
ぶ

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
単

に
聴
く
だ
け
の
研
修
で
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
議
員
と
教
授

と
い
う
垣
根
が
消
え
、
専
門
知
識

の
習
得
、
昭
和
町
の
具
体
的
な
問

題
に
か
か
わ
る
意
見
交
換
の
な
か
で
、

議
員
の
意
識
も
大
分
変
わ
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
若
い
学
生
諸
君
の
新
鮮
な
感
覚
、

熱
意
と
行
動
力
あ
る
問
題
提
起
に

も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
り
、
反

省
さ
せ
ら
れ
た
面
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
学
側
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
改
革
へ
の
道
筋

　
初
の
試
み
で
あ
る
大
学
と
提
携

し
た
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
、

今
ま
で
の
基
礎
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
、

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
、

飛
躍
の
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
目
標
と
し
て
は
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。
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6月

7月

9月

10月

11月

12月

「議会改革と住民自治」（江藤教授）
　議員報酬と定数を資料や事例を提示して学びました。

「行政と住民参加」（三好教授）
　住民参加から住民参画、政策立案、住民協働の行政を学びました。

「自立自治体の形成」（西寺教授）［2日間］
　西寺教授が市議会議員を5期、市長3期の経験を基に講義をしました。

「地域福祉政策」（竹端准教授）
　住民の意見を吸い上げた福祉政策を学びました。

「環境基本条例の制定を求めて」（丸山教授）
　山梨県環境基本条例と他市の現状と環境基本法を学びました。

「コミュニティ・ガバナンスの現状と課題」（日高教授）
　「行政区」の活かし方を中心に講義を受け、討論を交わしました。

平成21年

1月

2月

「在日外国人子弟の就学問題」（中井教授）
　国際的教育・永住外国人地方参政権問題の討論を行いました。

「山梨における自治体行政改革の現状と課題」（外川教授）
　県内の実践的事例と市場化テストを詳しく解説していただきました。

平成22年

教授を囲んで、全議員が参加して昭和町の課題や
疑問をぶつけ合う相互的な講義を行いました。
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議
員

提
出

▼「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

※
全
員
賛
成
で
採
択

▼
日
米
地
位
協
定
に
関
わ
る「
裁

判
権
放
棄
の
日
米
密
約
」
の
調

査
・
公
表
・
破
棄
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

※
賛
成
2
・
反
対
13
で
不
採
択

【
賛
成
討
論
】

深
澤
平
助
議
員
　
密
約
は
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
住
民
の

安
全
に
責
任
を
負
う
自
治
体
議

会
と
し
て
当
然
。

【
反
対
討
論
】

三
井
猛
議
員
　
国
と
国
の
最
高

位
に
属
す
る
外
交
問
題
で
あ
り
、

地
方
議
会
の
権
限
を
超
え
る
も

の
。

▼
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議

定
書
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

で
の
採
択
に
向
け
た
取
り
組
み

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

▼「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
平
成
21
年
度
一
般
特
別
会
計
予
算
補
正
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
1
億
1
、
7
4
7
万
2
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
1
1
2
億
7
、
7
7
0
万
3
千
円
と
な
っ
た
。

一般会計

国民健康保険会計

老人保健会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

下水道会計

渇水対策会計

・障害者介護給付費

・一般廃棄物収集運搬処理

1億6,551万7

△4,691万5

△931万9

416万8

1,391万9

△777万8

70万6

640万0

△190万0

平成21年度補正予算

井口　悟　氏

▼
教
育
委
員
の
任
命

　
後
藤
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、

平
成
22
年
4
月
1
日
付
け
で
任
命

▼
町
税
の
一
部
改
正

　
個
人
の
町
民
税
納
付
に
つ
い

て
前
納
報
償
金
を
廃
止
す
る

▼
町
職
員
給
与
の
一
部
改
正

　
地
域
手
当
、
勤
務
時
間
外
代

休
時
間
の
創
設
お
よ
び
平
成
22

年
以
降
の
期
末
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
を
変
更
す
る

▼
課
設
置
の
一
部
改
正

　
環
境
経
済
課
が
所
管
し
て
い

た
「
公
園
管
理
に
関
す
る
事
務
」

を
都
市
整
備
課
に
移
す

▼
国
民
健
康
保
険
の
一
部
改
正

　
世
帯
主
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
加
入
に
よ
り
、
新
た

に
国
保
に
加
入
し
た
者
の
国
保

税
の
減
免
期
間
を
延
長
す
る

▼
都
市
計
画
下
水
道
の
受
益
者

　
負
担
金
の
一
部
改
正

　
区
域
外
受
益
者
か
ら
加
入
分

担
金
を
徴
収
す
る
た
め

▼
議
会
広
報
発
行
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

　
校
正
事
務
を
編
集
委
員
も
行

う※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
昭
和
町
と
南
ア
ル
プ
ス
市
の

　
境
界
の
決
定

▼
増
穂
町
と
鰍
沢
町
が
合
併
し

　
て
「
富
士
川
町
」
と
な
る
こ

　
と
に
伴
う
「
山
梨
県
市
町
村

　
自
治
セ
ン
タ
ー
」
の
組
織
団

　
体
の
数
の
変
更

▼
市
町
村
自
治
セ
ン
タ
ー
の
解

　
散
お
よ
び
財
産
処
分

▼
町
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
廃

　
止

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
一
般
会
計

※
賛
成
14
、
反
対
1
で
可
決

▼
特
別
会
計

※
全
員
賛
成
で
可
決
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（要旨）

町民1人あたり　11万4千円
●平成22年度末基金残高（預金）は？ 19億4,536万円

町民1人あたり　42万3千円
●平成22年度末の町債残高（借金）は？ 72億1,585万円

●自主財源比率は？ 73.04％

※人口 平成22年3月1日現在 1万7,049人

　
行
政
区
補
助
金
の
一
本
化
↓
「
地

域
力
活
性
化
交
付
金
」
と
「
地

区
担
当
職
員
制
度
」

　
町
の
誇
り
・
杉
浦
父
子
の
顕

彰
と
医
院
建
物
の
保
存

　
公
用
車
と
職
員
に
よ
る
青
色

パ
ト
カ
ー
、
消
防
出
張
所
増
築

と
隊
員
の
専
従
化

　
町
の
情
報
発
信
と
町
民
参
画

促
進
、
各
種
団
体
へ
の
支
援

　
母
子
保
健
の
充
実
、
児
童
館

の
整
備

　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、
環
境
美
化
、

緑
地
保
全
、
農
産
物
直
売
所
建

設

　
教
育
補
助
員
・
支
援
補
助
員
・

町
単
職
員
の
維
持
、
増
員
、
図

書
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

　
独
り
暮
ら
し
世
帯
へ
の
火
災

警
報
機
無
償
設
置
、
福
祉
車
両
、

人
間
ド
ッ
ク
定
員
増

　
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
、

町
道
30
号
線
、
下
水
道
、
常
永

区
画
整
理
事
業

20
周
年
を
迎
え
る
図
書
館

・町営住宅建て替え事業（最終）
・常永土地区画整理事業（継続）
・防災無線デジタル化工事費
・道路新設改良費
・西条児童館増築事業
・杉浦邸保全関係
・地域力活性化交付金
・要援護者住宅火災警報機設置補助
・自主防災会資機材等整備補助金
・農業振興地域農地保全助成金
・木造住宅耐震化補助金

1億円
1億1,504万円
5,865万円

1億1,305万円
4,200万円
1,642万円
2,235万円
200万円
170万円
749万円
682万円

■
一
般
会
計
の
お
も
な
事
業
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国民健康保険
老人保健
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス
下水道事業
渇水対策事業

△4.9％

△1.1％

△95.5％

2.2％

4.2％

7.8％

△4.8％

0％

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

会　計　名
66億3,800万円

14億5,900万円

77万円

1億0,090万円

5億9,710万円

1,228万円

11億8,100万円

551万円

合　　計 99億9,456万円 △3.9％

予　算　額 前年度比

■平成22年度一般会計・特別会計予算
　
平
成
22
年
3
月
議
会
定
例
会
は
、

3
月
9
日
か
ら
23
日
ま
で
15
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
前
年
度
よ
り
３
・

９
％
減
の
総
額
99
億
円
余
と
な

っ
た
22
年
度
予
算
を
は
じ
め
と

し
て
、
前
納
報
奨
金
を
廃
止
す

る
条
例
改
正
や
21
年
度
の
補
正

予
算
な
ど
合
計
27
議
案
を
審
議
し
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

・町税
38億1,068万円
（57.4％）

・基金から繰入れ
7億2,800万円（10.9％）

・国庫支出金
7億8,436万円
（11.8％）

・町債（借入金）
3億5,220万円
（5.3％）

・県支出金
3億4,817万円
（5.2％）

・分担金・負担金
1億7,014万円（2.5％）

・その他
2億4,445万円（3.6％）

・地方消費税交付金
2億0,000万円（3.0％）

・民生費
20億1,798万円
（30.4％）

・土木費
15億1,529万円
（22.8％）

・総務費
8億3,967万円
（12.6％）

・教育費
7億4,727万円
（11.2％）

・衛生費
5億1,980万円
（7.8％）

・公債費
5億1,100万円
（7.7％）

・消防費
2億8,560万円
（4.3％）

・議会費
8,449万円
（1.2％）

・農林水産業費 7,589万円（1.1％）

・商工費 3,339万円（0.5％）

・その他 762万円（0.1％）



消
防
団
訓
練

乳がん検診車

議案をさらに細かく各委員会で
徹底審査を行いました。
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《
前
納
報
奨
金
廃
止
》

深
澤
議
員
　
今
ま
で
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
た
の
か
。

税
務
課
長
　
普
通
徴
収
・
口
座
振

替
納
税
は
、
口
座
申
請
時
の
登
録

に
基
づ
き
行
う
。
納
付
書
の
方
は
、

窓
口
で
払
う
と
き
に
差
し
引
き
し

て
い
た
。

浅
川
議
長
　
固
定
資
産
税
は
ど
う

な
る
の
か
。

税
務
課
長
　
今
回
町
民
税
だ
け
廃

止
だ
が
、
固
定
資
産
は
町
外
の
方

の
周
知
が
困
難
。
固
定
資
産
は
今

後
の
課
題
。

《
た
ば
こ
税
の
増
額
補
正
》

山
田
議
員
　
た
ば
こ
税
の
詳
細
は
。

税
務
課
長
　
タ
ス
ポ
導
入
や
不
景

気
で
昨
年
よ
り
低
い
2
億
の
歳
入

見
込
み
だ
が
、
例
月
の
様
子
で
増
額
。

た
ば
こ
税
は
１
本
3
円
2
9
8
。

《
消
防
団
》

野
中
議
員
　
消
防
費
の
賞
じ
ゅ
つ

金
と
、
消
防
団
救
助
用
具
購
入
は

何
か
。

企
画
財
政
課
長
　
賞
じ
ゅ
つ
金
は

職
務
を
遂
行
し
災
害
を
受
け
た
団

員
ま
た
は
遺
族
に
支
払
わ
れ
る
。

救
助
用
具
は
毎
年
団
と
相
談
し
、

担
架
や
救
助
用
の
チ
ェ
ー
ン
な
ど

購
入
。

《
区
の
自
主
防
災
点
検
》

河
住
議
員
　
各
区
の
点
検
は
行
き

届
い
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
自
主
防
災
会
の

強
化
手
引
き
書
を
作
成
し
、
備
蓄

の
対
応
や
資
料
を
提
示
し
、
万
全

を
期
し
て
も
ら
い
た
い
。

《
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
道
路

工
事
》

浅
川
議
長
　
地
権
者
の
同
意
を
得

ら
れ
な
い
も
の
の
見
通
し
は
。

建
設
課
長
　
測
量
や
調
査
は
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後

具
体
的
な
用
地
交
渉
に
入
る
。

《
水
質
検
査
》

保
坂
議
員
　
水
質
検
査
を
隔
年
に

し
た
根
拠
は
。

環
境
経
済
課
長
　
45
カ
所
水
質
検

査
し
て
い
る
が
、
問
題
個
所
は
継

続
し
、
そ
れ
以
外
は
隔
年
で
行
う
。

《
ゴ
ミ
の
監
視
指
導
員
》

樋
口
議
員
　
監
視
指
導
員
の
委
託
は
、

今
何
カ
所
か
。

環
境
経
済
課
長
　
常
時
配
備
は
3

カ
所
、
3
人
配
置
で
あ
と
1
人
は

車
で
巡
回
。
課
の
職
員
も
回
っ
て

い
る
。

《
下
水
道
へ
の
接
続
》

志
村
議
員
　
下
水
道
の
本
管
に
接

続
し
な
い
人
が
い
る
が
、
罰
則
強

化
で
き
な
い
か
。

下
水
道
課
長
　
罰
則
に
頼
ら
ず
定

期
的
に
お
願
い
し
根
気
よ
く
行
う
。

《
ゴ
ミ
分
別
》

深
澤
議
員
　
中
央
市
で
生
ゴ
ミ
処

理
を
拡
大
す
る
が
、
昭
和
町
で
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

環
境
経
済
課
長
　
単
町
で
は
実
現

が
難
し
く
、
中
巨
摩
広
域
で
話
し

た
経
過
が
あ
る
。
中
央
市
の
担
当

課
と
検
討
し
た
い
。

《
認
可
外
保
育
所
施
設
の
職
員
の

健
康
診
断
》

河
田
議
員
　
認
可
外
保
育
所
施
設

職
員
の
健
康
診
断
の
補
助
と
は
。

福
祉
課
長
　
企
業
の
検
診
や
住
民

検
診
に
漏
れ
た
職
員
へ
の
補
助
。

河
田
議
員
　
正
規
職
員
の
人
数
は

把
握
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長
　
県
の
現
地
調
査
で
正

規
職
員
数
は
確
認
し
て
い
る
。

《
が
ん
検
診
専
用
電
話
》

樋
口
議
員
　
乳
が
ん
検
診
専
用
電

話
は
夜
間
も
利
用
で
き
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
夜
間
は
考

え
て
い
な
い
。

《
国
保
の
保
険
給
付
費
》

河
住
議
員
　
保
険
給
付
費
の
増
額

が
大
き
い
原
因
は
。

町
民
窓
口
課
長
　
毎
年
給
付
費
は

増
え
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実
績

等
を
見
た
中
で
の
予
算
。

《
介
護
認
定
》

樋
口
議
員
　
昨
年
の
認
定
が
10
人

増
え
た
が
、
現
在
の
認
定
者
数
は
。

福
祉
課
長
　
現
在
3
2
4
人
。
要

支
援
1
が
15
人
、
要
支
援
2
が
32
人
、

要
介
護
2
7
7
人
。
前
年
比
10
人
増
。

《
家
族
介
護
支
援
事
業
》

河
住
議
員
　
家
族
介
護
支
援
事
業

の
予
算
計
上
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
昨
年
度
昭

寿
荘
で
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
度

は
地
域
包
括
で
行
う
。
そ
ち
ら
で

組
ん
で
あ
る
。

《
保
険
給
付
費
の
負
担
割
合
》

深
澤
議
員
　
保
険
給
付
費
に
対
す

る
国
･
県
･
町
の
負
担
割
合
を
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
国
庫
は
20
％
、

県
は
12
・
5
％
、
町
は
12
・
5
％

ゴミ収集
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《
介
護
サ
ー
ビ
ス
》

河
住
議
員
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

は
ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
る
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
3
8
4
件
で
、

前
年
よ
り
約
50
人
多
く
見
込
ん
で

い
る
。

《
教
育
振
興
費
》

萩
原
議
員
　
教
育
振
興
費
が
年
々

減
少
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で
支

障
が
出
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
経
費
は
前
年
度

5
％
減
の
方
針
。
各
学
校
で
努
力

し
た
結
果
の
数
字
。

《
給
食
費
の
滞
納
》

河
住
議
員
　
給
食
費
の
滞
納
は
ど

の
よ
う
な
対
応
か
。

学
校
教
育
課
長
　
21
年
度
途
中
で

未
収
額
1
3
5
万
円
余
。
お
盆
･

年
末
･
年
度
末
に
戸
別
訪
問
し
、

督
促
状
は
学
校
長
と
給
食
セ
ン
タ
ー

長
連
名
で
郵
送
。

河
住
議
員
　
長
期
の
も
の
は
。

学
校
教
育
課
長
　
1
3
5
万
円
は

21
年
度
の
も
の
。
10
年
近
く
残
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
居
所
不

明
は
整
理
し
て
い
る
。

《
親
子
ス
キ
ー
》

樋
口
議
員
　
親
子
ス
キ
ー
教
室
の

参
加
者
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
バ
ス
2
台
分
に

限
定
し
、
約
90
人
。

《
杉
浦
邸
》

田
中
議
員
　
杉
浦
邸
保
存
の
関
連

委
託
3
0
0
万
円
と
管
理
委
託
84

万
円
な
ど
あ
る
が
、
備
品
の
詳
細
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
寄
贈
リ
ス
ト
が

で
き
た
ば
か
り
。
必
要
な
経
費
を
盛
っ

た
。

三
井
議
員
　
杉
浦
邸
の
公
開
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
10
月
に
病
院
部

分
を
公
開
。
杉
浦
医
院
は
地
方
病

を
学
べ
る
所
に
し
た
い
。

《
中
学
校
》

遠
藤
議
員
　
中
学
校
は
空
き
ク
ラ

ス
が
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
普
通
教
室
は
満
杯
。

区
画
整
理
で
人
が
増
え
れ
ば
、
考

え
る
。

遠
藤
議
員
　
常
永
区
画
整
理
で
人

が
増
え
た
と
き
、
当
局
の
対
応
は
。

教
育
長
　
法
的
に
は
今
の
状
況
な

ら
多
少
余
裕
が
あ
る
。
教
室
が
足

り
な
く
な
っ
た
ら
、
増
築
や
ほ
か

に
中
学
校
を
造
る
し
か
な
い
。

《
1
級
水
準
点
の
測
量
調
査
の
観

測
地
点
》

深
沢
議
員
　
1
級
水
準
点
測
量
調

査
の
観
測
地
点
は
水
位
で
地
盤
沈

下
を
調
べ
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
基
準
地
点
は
甲

府
の
酒
折
。
水
位
は
連
動
し
て
お

ら
ず
、
町
内
2
カ
所
で
測
っ
て
い
る
。

田
中
議
員
　
基
点
の
地
盤
沈
下
デ
ー

タ
は
何
年
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
か
。

環
境
経
済
課
長
　
県
の
デ
ー
タ
は

毎
年
。
本
に
な
っ
て
お
り
配
布
す
る
。

田
中
議
員
　
町
内
雨
量
は
ど
こ
か
。

環
境
経
済
係
長
　
本
庁
舎
屋
上
に

設
置
し
て
あ
る
。

浅
川
議
長
　
地
盤
沈
下
が
25
年
で

10
㎝
下
が
っ
た
と
こ
ろ
の
対
策
は
。

環
境
経
済
課
長
　
短
期
間
で
20
・

30
㍉
下
が
る
場
合
は
監
視
強
化
対
象
。

こ
の
状
態
は
許
容
範
囲
で
、
問
題

な
い
。

《
行
財
政
改
革
進
捗
状
況
・
地
域

力
活
性
化
交
付
金
》

河
住
議
員
　
地
域
力
活
力
化
交
付

金
は
出
し
た
ら
返
金
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
区
費
の
中
で
補
助
金

割
合
は
2
割
な
の
で
返
金
の
必
要

は
な
い
。

志
村
議
員
　
交
付
金
は
6
事
業
に

限
る
の
か
。

総
務
課
長
　
交
付
金
は
一
括
。
6

事
業
は
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

河
住
議
員
　
各
地
区
へ
の
係
長
派

遣
の
時
期
は
。

総
務
課
長
　
区
長
会
で
意
見
を
聞
き
、

3
〜
6
カ
月
後
め
ど
に
進
め
る
。

河
田
議
員
　
職
員
の
精
神
面
も
気

配
り
心
配
り
を
。
実
践
の
あ
る
研

修
も
や
っ
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
あ
い
さ
つ
は
人
づ
く

り
の
基
本
。
研
修
を
練
り
検
討
す
る
。

《
議
会
基
本
条
例
》

河
住
議
員
　
議
会
と
町
民
の
関
係

と
あ
る
が
、
連
携
の
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
。

福
島
議
員
　
語
句
は
専
門
家
に
見

て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
。

浅
川
議
長
　
順
番
に
検
討
し
、
で

き
あ
が
っ
た
ら
示
し
た
い
。
小
委

員
会
で
た
た
き
台
を
作
り
意
見
を

聞
き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

全
員
　
そ
れ
で
進
め
て
ほ
し
い
。

《
井
戸
端
会
議
》

塚
原
議
員
　
今
年
度
も
継
続
を
望
む
。

報
告
書
の
様
式
・
書
式
は
基
準
を

つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

浅
川
議
長
　
ひ
な
形
を
つ
く
り
統

一
様
式
で
い
き
た
い
。

保
坂
議
員
　
こ
の
一
年
も
同
じ
よ

う
に
や
る
の
か
、
委
員
会
に
任
せ
、

違
う
や
り
方
で
行
う
の
か
。

萩
原
議
員
　
地
区
特
有
の
問
題
を

事
前
に
知
る
と
、
突
っ
込
ん
だ
話

し
合
い
が
で
き
る
。

浅
川
議
長
　
基
本
的
に
昨
年
度
の

や
り
方
で
進
め
た
い
。
委
員
長
は

大
変
だ
が
、
出
た
意
見
に
対
し
、

住
民
に
応
え
て
ほ
し
い
。
意
見
の

多
い
少
な
い
は
地
区
に
よ
る
が
、

事
前
質
問
も
ひ
と
つ
の
方
法
だ
。

塚
原
議
員
　
事
前
に
質
問
・
回
答

準
備
だ
と
、
井
戸
端
会
議
と
し
て

疑
問
が
あ
り
、
段
取
り
が
良
す
ぎ

て
生
の
意
見
が
出
に
く
い
の
で
は
。

三
井
議
員
　
今
年
2
回
目
で
地
区

も
慣
れ
、
質
問
も
多
く
出
る
と
思
う
。



入退団式で決意を新たに

①
庁
舎
1
階
は
来
庁
者
が
多
く
点
灯
し
て
い
る
が
、

庁
舎
2
階
の
事
務
室
は
消
灯
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

意
識
を
高
め
、
省
エ
ネ
に
努
め
た
い
。

②
恒
常
的
な
補
助
金
交
付
は
問
題
が
あ
る
が
、
事
業
停
滞
や

地
域
活
性
化
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
地
域
力
活
性
化
交

付
金
の
活
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

町
長

10やまなし昭和町議会 No.145
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河
住
景
気
低
迷
で
国
・
地
方
の
財
政
は
厳
し
い
が
、
行

政
経
費
の
節
減
に
職
員
の
意
識
改
革
を
望
む
。

①
経
費
節
減
と
省
エ
ネ
に
、
昼
休
み
の
一
斉
消
灯
を
。

②
補
助
金
を
公
益
性
・
行
政
の
責
任
分
野
・
経
費
の
あ
り
方
・

行
政
経
費
等
で
再
検
討
し
、
見
直
す
考
え
は
。 河住　保茂 議員

か わ や す し げす み

（再質問・関連質問を含み要約）

「一問一答方式」により8人の議員が幅広く質問を展開しました。

本会議の議事録はホームページで
検索できます。
議会事務局でも閲覧できます。

消
防
団
員
の
報
酬
は
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
本
町
消
防
団
の
報
酬
が
低
い
と

は
思
わ
れ
な
い
。
報
酬
審
査
委
員
会
で
の
検
討
は
し
て

い
な
い
が
、
今
後
も
近
隣
市
町
の
状
況
や
組
織
体
制
の

動
向
を
み
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

町
長

河
住
消
防
団
員
報
酬
を
過
去
の
議
会
で
質
問
し
た

が
、
消
防
委
員
会
、
報
酬
委
員
会
等
の
検
討

経
過
を
聞
き
た
い
。



11 やまなし昭和町議会 No.145
一般質問

役場入口で下水道のPR

三井　　猛 議員
み つ い たけし

下
水
道
使
用
料
金
は
定
期
的
に
個
別
滞
納
整
理

を
行
っ
て
い
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に
至
ら
ず
、

歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
状
況
だ
。
甲
斐
市
・
中
央
市
と
と

も
に
甲
府
市
長
に
「
上
下
水
道
使
用
料
一
括
徴
収
」
の
検

討
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
「
一

括
徴
収
業
務
を
受
託
す
る
方
向
で
検
討
す
る
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
開
始
時
期
は
早
く
て
も
23
年
度
以
降
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　
「
2
市
1
町
下
水
道
使
用
料
徴
収
事
務
に
関
す
る
調
査

研
究
会
」
の
第
1
回
会
議
も
開
催
さ
れ
、
具
体
的
な
事
務

協
議
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
滞
納
の
削
減
、

上
水
・
下
水
道
使
用
者
に
対
し
、
利
便
性
の
確
保
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

町
長

三
井
町
税
や
公
共
料
金
収
入
は
、
町
財
政
の
根
幹
を
な

し
て
い
る
。
町
民
の
公
平
な
負
担
を
考
え
る
と
、

滞
納
は
放
置
で
き
な
い
。
下
水
道
使
用
料
は
井
戸
水
・
自

家
水
道
使
用
の
世
帯
も
あ
る
が
、
多
く
は
上
水
道
使
用
料

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
金
が
賦
課
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
で
上
下
水
道
使
用
料
金
が
一
括
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
上
水
道
使
用
料
は
2
カ
月
分
が
甲
府
市
上
下

水
道
局
か
ら
の
翌
月
請
求
、
下
水
道
使
用
料
は
そ
の
後
1

カ
月
遅
れ
、
2
カ
月
後
の
請
求
で
非
常
に
分
か
り
に
く
く
、

苦
情
や
滞
納
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
、
一
括
徴
収
を
委
託
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
協
議
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。



自分たちでつくったヤキイモ

公
立
・
私
立
保
育
所
の
3
歳
児
以
上
の
給

食
は
、
特
区
指
定
な
し
で
、
4
月
か
ら
外

部
搬
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
乳
幼
児
期
か
ら

食
育
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
町
は
自
園
調
理
を

継
続
し
て
い
く
よ
う
、
要
請
し
て
い
く
。

町
長

12やまなし昭和町議会 No.145
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深
澤
保
育
園
給
食
の
外
部
搬
入
が
認
め
ら
れ
る

と
、
一
気
に
市
場
化
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
食
事
情
の
配
慮
も
困
難
で
、
保

護
者
と
の
連
携
も
難
し
く
な
る
。
保
育
に
義
務
を
負

う
町
と
し
て
、
保
育
園
が
外
部
搬
入
に
走
ら
な
い
よ

う
適
切
な
指
導
が
必
要
だ
。

特
養
施
設
建
設
は
、
補
助
金
が
廃

止
さ
れ
負
担
が
多
く
新
設
が
期
待

で
き
な
い
。
町
内
に
は
「
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
」
「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
」
が
開
所
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
さ
れ
て
い
る
が
、
待
機
者
の
実
態
や
高

齢
者
、
家
族
の
ニ
ー
ズ
も
聞
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。
保
険
料
軽
減
、
医
療
費
無
料
化
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
検
証
し
、
総
体
的
に
福
祉

施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長

深
澤
本
町
の
高
齢
化
率
は
県
内
で
一
番
低
い
が
、

10
年
以
内
に
は
比
率
20
％
を
超
す
高
齢
化
社

会
に
な
る
。
特
に
疾
病
と
と
も
に
増
え
る
要
介
護
者
に

対
す
る
対
策
が
急
務
で
、
こ
の
分
野
の
職
員
配
置
と
町

独
自
の
福
祉
施
設
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。
保
険
料
の

軽
減
策
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
町
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ
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整備がすすむ区画地内

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

昭
和
町
は
総
面
積
9
・
1
5
キ
ロ
平

方
メ
ー
ト
ル
の
狭
い
範
囲
に
、
店
舗
・

企
業
・
医
療
機
関
や
施
設
等
の
社
会
的
環
境
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
さ
れ
、
町
内
の
主
要
幹
線

道
路
を
路
線
バ
ス
が
運
行
し
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の

駅
が
2
駅
あ
る
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便

性
が
高
い
町
と
い
え
る
。

現
在
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
農
産

物
直
売
所
等
の
拠
点
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
既

存
の
路
線
バ
ス
を
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
山
梨

交
通
と
協
議
中
で
、
公
共
交
通
の
利
便
性
は
良

く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
路
線
バ
ス
や
Ｊ

Ｒ
身
延
線
の
利
用
状
況
、
町
内
各
施
設
の
集
客

状
況
を
調
査
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
効

果
を
検
証
し
て
い
く
。

町
長

田
中
本
町
は
甲
府
盆
地
の
中
心
的
立
地
に

恵
ま
れ
、
大
規
模
商
業
施
設
、
外
食

産
業
な
ど
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
）
も

建
設
中
で
、
区
画
整
理
区
域
の
整
備
で
一
般
住

宅
・
商
業
施
設
も
集
積
さ
れ
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

は
都
市
化
し
た
新
た
な
顔
と
な
る
。

　
議
会
と
山
梨
学
院
大
学
と
の
勉
強
会
や
井
戸

端
会
議
で
も
、
役
場
や
目
的
地
に
行
く
案
内
図

や
看
板
が
な
く
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
を
起
点
に
、
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
、
Ｊ
Ｒ
国
母
・
常
永
駅
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
に
も

取
り
組
め
る
昭
和
町
活
性
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
、
本
町
の
顔
と
し
て
運
行
す
る
考
え
は

な
い
か
聞
き
た
い
。
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塚原　將司 議員
つ か ま さ しは ら

都
市
計
画
道
路
「
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ

ー
線
」
の
未
整
備
区
間
は
、
21
年
度
か

ら
事
業
に
着
手
、
町
道
30
号
線
の
ア
ル
プ
ス
道
路

の
接
続
は
甲
斐
市
と
協
議
を
進
め
、
22
年
度
予
算

に
調
査
費
を
計
上
、
常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
幹
線
道
路
は
、
本
年
12
月
末
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。
生
活
道
路
の
充
実
で
は
、
道
路
改
良

や
維
持
補
修
を
推
進
、
利
便
性
の
向
上
や
歩
道
設

置
な
ど
、
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　
井
戸
端
会
議
等
で
「
昭
和
町
の
中
心
が
見
え
な

い
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
国
母
・
常
永

駅
は
甲
府
市
・
中
央
市
と
の
境
に
位
置
し
、
「
駅

を
中
心
に
回
る
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
は
、
本
町

に
は
適
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

常
永
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備
の
必
要
性
は
十
分

に
理
解
し
て
お
り
、
今
後
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
機
関
の
充
実
は
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
も

あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、
公
共
交
通
機
関

や
駅
等
の
活
用
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
長

塚
原
第
5
次
総
合
計
画
で
利
便
性
の
高

い
道
路
・
交
通
体
系
の
確
立
と
し

て
、
幹
線
道
路
の
整
備
や
公
共
交
通
機
関
の

充
実
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
が
、
22
年
度
が
最

終
年
度
で
あ
り
、
こ
の
前
期
基
本
計
画
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
来
春
に
は
オ
ー

プ
ン
す
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
や
中
央

市
と
の
調
整
の
ほ
か
、
駅
周
辺
の
空
き
地
と

駐
車
場
の
買
い
上
げ
な
ど
、
課
題
が
多
く
あ

る
。
計
画
的
に
土
地
を
買
い
上
げ
る
等
、
第

5
次
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年

で
も
あ
り
、
私
も
一
般
質
問
を
1
年
半
前
に

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
動
向
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。
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河田あけみ 議員
か わ だ

河
田
①
子
宮
頸
が
ん
は
が
ん
の
中
で
も
唯

一
、
予
防
で
き
る
が
ん
と
い
わ
れ
、

先
進
国
で
は
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

接
種
費
用
が
高
く
、
3
回
の
接
種
で
4
万
5
千

円
ほ
ど
か
か
り
、
公
費
助
成
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
町
と
し
て
の
助
成
を
望
む
。

②
教
育
現
場
で
子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
「
親
子

健
康
教
育
（
仮
称
）
」
の
推
進
を
。

①
感
染
者
は
20
〜
30
歳
代
と
若
年
化

が
進
ん
で
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

発
生
率
を
減
ら
す
上
で
も
大
切
だ
。
機
会
あ
る

ご
と
に
意
見
を
聞
き
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
く
。

町
長

②
児
童
生
徒
の
健
康
問
題
は
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
周
知
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

教
育
長

河
田
本
町
の
保
険
税
の
税
率
区
分
は
、
所

得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割

の
4
賦
課
方
式
で
徴
収
し
て
い
る
が
、
資
産
割

の
負
担
が
大
き
い
と
の
声
が
あ
る
。
資
産
割
の

な
い
自
治
体
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
を
比

較
し
町
民
に
分
か
り
や
す
い
説
明
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。資

産
割
は
医
療
給
付
費
分
が
23
％
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
9
％
、
介

護
納
付
分
が
5
・
7
％
の
37
・
7
％
と
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
抑
え
、

事
業
運
営
す
る
た
め
資
産
割
を
賦
課
し
て
お
り
、

財
源
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
保
険
制
度
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、
広
報
等
を
活
用
し
、
保
険

の
仕
組
み
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

町
長



災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
等
を
防
災
会
議
で
改
正
し
た
。
災
害
時
の
要
援
護

者
登
録
支
援
カ
ー
ド
の
登
録
を
福
祉
課
で
進
め
、
現

在
6
3
6
人
の
登
録
を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
一
層

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
活
動
の
手
引
き
も
作
成
す
る
。

 
在
宅
高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難
・
救
援
は
、
登
録

支
援
カ
ー
ド
の
整
備
を
進
め
、
自
主
防
災
会
に
も
災

害
時
の
要
援
護
者
支
援
の
取
り
組
み
も
お
願
い
し
て

い
る
。
町
は
避
難
所
を
中
心
に
、
被
災
者
の
健
康
維

持
に
必
要
な
活
動
を
行
い
、
災
害
要
援
護
者
の
心
身

の
健
康
管
理
に
は
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
自
主
防
災
会
の
協
力
で
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
考
え
だ
。
外
国
人
の
対
応
は
、
英
語
・
中

国
語
・
韓
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
4
カ
国
の
、
本

町
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
転
入
時
に
配
布

し
て
い
る
。

町
長
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保
坂
昭
和
町
は
全
世
帯
に
自
主
防
災
会

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
自
主
防

災
組
織
活
動
の
手
引
き
を
作
成
し
、
3
月
に

各
区
へ
配
布
す
る
予
定
と
報
道
さ
れ
た
。
要

援
護
者
の
避
難
の
た
め
、
障
害
に
応
じ
た
対

応
が
必
要
だ
が
、
介
護
担
当
者
を
誰
が
ど
の

よ
う
に
定
め
て
お
く
の
か
。

 
昨
年
度
の
福
祉
課
の
報
告
で
は
、
少
な
く

て
も
93
人
の
要
援
護
者
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
方
々
の
避
難
介
護
の
担
当
者
も
、
自
主

防
災
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
避

難
場
所
も
障
害
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
が
、
各
区
に
任
せ
る
の
か
。
ま
た
、
外
国

人
の
要
介
護
者
も
福
祉
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
対
応
の
仕
方
も
区

に
任
せ
る
の
か
、
町
の
考
え
を
問
う
。

保坂　明子 議員
ほ て る こさ か

ひとりで避難できる
介護者がいれば
避難できる

介護者がいても避難
することは難しい

無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

身体障害
N=271

知的障害
N=27

精神障害
N=27

46.1

25.9

55.6

35.4

63.0

35.9 14.8

7.4

11.1

7.4 3.7

3.7

障害種別　災害発生時の避難状況

※災害時の避難状況

　災害時の避難状況を見ると、「ひとりで避難できる」という割合が半数を
超えるのは精神障害者のみで、身体障害者と知的障害者では半数を割ってい
ます。特に知的障害者では25.9％を低い割合で、「介護者がいれば避難できる」
割合が他の障害者に比べて高く、6割（63.0％）となっています。
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一般質問

福島　正明 議員
ふ く ま さ あ きし ま

福
島
東
海
地
震
は
30
年
以
内
に
87
％
の
確

率
で
発
生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は

8
・
0
と
い
わ
れ
て
い
る
。
30
年
以
内
は
、
こ

の
「
以
内
」
が
薄
れ
、
30
年
先
と
思
わ
れ
て
い

る
が
、
災
害
発
生
時
に
近
隣
や
各
地
区
単
位
で

の
一
次
対
策
・
二
次
対
策
も
、
現
状
で
は
十
分

な
状
況
と
は
い
え
な
い
。

　
東
海
地
震
は
余
震
が
長
く
続
く
と
の
こ
と
で
、

防
災
公
園
の
ほ
か
第
1
段
階
で
の
一
時
的
な
避

難
集
合
場
所
を
、
緊
急
時
に
素
早
く
避
難
で
き

る
身
近
な
場
所
と
し
て
、
地
区
ご
と
に
数
個
所

確
保
す
べ
き
だ
。

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
被
害

の
軽
減
や
防
止
策
と
し
て
、
避
難
集
合
場
所
用

地
の
確
保
や
、
平
常
時
の
地
域
の
子
ど
も
の
遊

び
場
や
催
し
の
場
に
利
用
し
た
ら
ど
う
か
、
町

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

1
月
12
日
発
生
の
カ
リ
ブ
海
の
ハ
イ

チ
地
震
は
、
最
悪
の
自
然
災
害
で
30

万
人
も
の
犠
牲
者
が
発
生
し
、
最
近
で
は
南
米

チ
リ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
警
報
が
、
17

年
ぶ
り
に
発
令
さ
れ
、
自
然
災
害
に
よ
る
恐
ろ

し
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。

　
町
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
、
職

場
で
の
備
え
も
実
践
す
る
こ
と
が
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
各
地
区
の
一
時

避
難
集
合
地
は
町
内
27
カ
所
、
避
難
地
は
西
条

小
学
校
校
庭
を
含
め
7
カ
所
、
広
域
避
難
地
と

し
て
押
原
公
園
、
避
難
所
と
し
て
各
学
校
の
体

育
館
5
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
町
が
一
時
避
難
集
合
場
所
の
取
得
や
借
地
ま

で
し
て
確
保
す
る
考
え
は
な
い
が
、
各
地
域
の

自
主
防
災
会
の
支
援
に
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
や
広
場
は
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
協
議
し

て
い
く
。

町
長

河西区の防災訓練
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井戸端会議

　
町
議
会
の
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
ま
た
町
議
会
の
役
割

と
し
て
、
議
員
が
常
に
住
民
と

の
対
話
に
努
め
、
住
民
の
悩
み

と
声
を
聞
き
、
議
論
を
重
ね
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
昭
和
町
の
住
民
福
祉
の

向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る

発
展
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
昭
和
町
議
会
は
区
長
会
と
協

働
し
、
全
12
地
区
で
井
戸
端
会

議
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
21
年
度
最
後
の
1
月
か
ら
2

月
に
開
催
さ
れ
た
3
地
区
住
民

の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

詳細は各地区で回覧されますので、ぜひご参加ください。

4～5月

7～8月

10～11月

1～2月

（河　東　中　島）

（河　　　西）

（西　条　二　区）

（築　地　新　居）

（飯　　　喰）

（西　条　一　区）

（紙　漉　阿　原）

（上河東二区）

（清　水　新　居）

（押　　　越）

（上　河　東）

（西　条　新　田）

実施時期 総務常任委員会 教育厚生常任委員会 産業土木常任委員会

平成22年度の開催予定
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井戸端会議

築地新居区民　28人
参加議員　7人
教育厚生常任委員会　保坂明子委員長

出
席
者築地新居

第二公会堂

1月17日

Q　ゴミ収集所が古くさびている、ペンキな
ど塗って欲しい。ゴミ収集車の取りこぼしに

配慮して欲しい。

A　各地域の収集所を点検し、区の中で検討。
収集車は町当局に要望する。

Q　総合会館の温泉が閉まるのが早い。温泉
が出ているのだからもっと活用したらどうか。

A　65歳以上の入湯料無料制度もあり、お昼
の時間帯の使用を多く見込んで運営。当局側

に改善を求めていきたい。

Q　町ホームページに「各地区のページ」が
あるが、なにも管理されていない。各地区に

更新を任せ充実してほしい。

A　企画財政課に申し出ればホームページに
載せるシステムになっている。区長会で再度

検討し、活用を促すべき。

Q　築地新居区の下水道は場所により工事完
了しているが、手つかずのところもある。な

るべく早く工事を進めてほしい。

A　早期実現を当局に要望したいが、国の予
算補助で左右される部分も大きい。そのへん

も考慮してほしい。

Q　工業団地の境の並木道は、ほかの道と違
い剪定が一度もされていない。楓の実が畑に

入ったりする。

A　釜無工業会の緊急依頼で12月補正を行い、
剪定する予定。幹や枝が送電線等に接触する

状況もあるので緊急に対応してくれると思う。

Q　常永川で葦が生えているところがある。
どうにかならないか。

A　現在は処理され
きれいになっている。

葦は水の浄化を助け、

むやみに刈れない話

もあり、処理の時期

は難しい。

常永川をきれいに
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井戸端会議

西条新田区民38人
参加議員6人
総務常任委員会　福島正明委員長

出
席
者西条新田区公会堂

1月28日

Ｑ
　
消
防
団
の
新
入
団
員
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
。
個
人
情
報
保
護

で
難
し
い
が
、
地
域
の
男
性
の
把
握

も
で
き
な
く
勧
誘
で
き
な
い
。
入
団

促
進
の
制
度
を
作
れ
な
い
か
。

Ａ
　
ど
の
地
域
で
も
苦
慮
。
団
員
の

優
遇
措
置
も
基
準
が
難
し
い
。
会
社

に
理
解
を
求
め
、
町
の
封
筒
で
宣
伝

す
る
な
ど
会
社
へ
の
配
慮
を
行
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
い
ま
だ
に
30
号
線
が
ア
ル
プ
ス

通
り
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

Ａ
　
懸
案
に
な
っ
た
ま
ま
で
西
条
新

田
の
方
々
に
は
申
し
訳
な
い
。
最
近
、

甲
斐
市
と
も
協
議
し
た
が
、
財
源
は

追
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
町
当

局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
30
号
線
の
通
学
路
が
危
険
な
の

で
横
断
歩
道
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

交
通
量
が
多
い
の
で
安
全
を
確
保
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
企
画
財
政
課
が
公
安
委
員
会
に

希
望
し
、
認
め
ら
れ
た
ら
ミ
ラ
ー
設

置
が
可
能
に
な
る
。
行
政
に
も
確
認

し
た
い
。

Ｑ
　
西
条
新
田
の
市
街
化
の
見
通
し

と
下
水
道
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
市
街
化
は
見
直
し
が
あ
る
と
き

に
早
期
実
現
に
向
け
要
望
し
た
い
。

下
水
道
は
西
条
新
田
（
調
整
区
域
）

は
平
成
29
年
か
ら
の
予
定
で
す
。

Ｑ
　
西
条
新
田
は
子
ど
も
が
多
い
の

に
公
園
が
少
な
い
。
安
全
に
遊
べ
る

場
所
の
確
保
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
大
き
な
公
園
は
、
釜
無
・
押
原
・

国
母
工
業
団
地
の
3
つ
だ
が
、
西
条

新
田
に
は
公
園
が
少
な
い
。
要
望
も

出
さ
れ
て
お
り
、
整
備
の
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
の
行
事
で
バ
ス
運
行
さ
れ
る

と
き
、
西
条
新
田
は
深
沢
温
泉
が
バ

ス
発
着
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
さ

い
バ
ス
を
運
行
し
、
発
着
場
所
も
増

や
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
当
局
に
要
望
を
出
し
ま
す
。
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井戸端会議

Q　町営団地の周りにゴミが多い。駐輪場でい
たずらも多く、出入口を解放した方がいい。ペ

ットを飼っていたりする人もいる。

A　区の中で団地の4人の組長さんと話しながら
規則に沿って対策したい。担当課や建設委員会

でも話をしていきたい。

Q　粗大ゴミは町外からも捨てにくるなど対策
が難しい。コンテナの中に入れてもらうシステ

ムが欲しい。

A　ゴミ問題はモラルが重要。モラル向上もゴ
ミ削減につながる。行政に頼るには限界があり、

自主的な地区活動も大事だ。

Q　要望を何年も出しているが、上河東二区を
横断する7組までの道路が狭く、非常時に緊急車

も通れない。整備をお願いしたい。

A　産業土木常任委員で現場を確認し、担当課
と協議する。

Q　町発注の工事で、町の業者がほとんどない
ように思う。町の業者に頼むことで町も潤うの

でなるべく使ってほしい。

A　町内業者の優先はなるべく行っている。工

事内容によっては仕方がない場合もある。町の

指名業者でないと入札に参加できないので、登

録をお願いしたい。

Q　以前、一般質問で塚原議員が常永駅周辺の
整備を質問したが、早期実現をしてほしい。そ

の後どのような進展か経過を知りたい。

A　町長答弁で、区画整理事業と絡め整備する
とのことだが、3月議会でさらに追及したい。（P14

参照）駅の駐輪場にも追求し整備を求めたい。

上河東二区公会堂
2月19日 上河東二区民35人

参加議員7人
産業土木常任委員会　野中敏美委員長

出
席
者

議員の現地視察
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過去の質問を追跡

校庭の芝生化は砂ほこりや怪我の
防止にも有効で、地表温度を下げ、

環境教育、緑化推進にもつながる。実践
例も調査して町内3校の校庭芝生化を進
めてほしい。

教育長　メリット・デメリットを
研究・検討したい。

議会からの要望や議員の質問に、当局がその後どのように対応し、

どうなっているのかを追跡・検証してみました。

　芝生化の効果は理解するが懸念材料
もあり、押原小学校校庭周りの部分的
芝生化により様子を見たい。

樋口敏夫議員の一般質問（平成21年9月議会）
教育厚生常任委員会の要望（平成21年12月25日）

①イネ科植物アレルギー児童の存在
②学校体育の内容には差があり、芝生と
土の比較が必要
③ほこり抑えの塩化カルシウム散布は、
芝の成育に適さないのでは
④芝生の管理作業の増加
⑤全面芝生化は体育や休み時間の場所の
確保が問題
⑥芝生の朝露や凍結で滑りやすいとの事
例報告もある

①緑豊かで安全、快適感の中で活発な外
遊びの意欲が高まり、素足効果で健康へ
の効果、体力向上も期待できる
②環境的にも芝生の断熱効果で気温の急
激な上昇を抑え、砂や土の飛散も防止で
きる
③精神面への良い効果も期待できる

教育厚生常任委員会

押原小学校の部分的芝生
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視察研修

　
1
月
18
日
、
い
き
い
き
健
康
課
長
と

同
課
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
意
見
交

換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
高
齢
者
は
ま
す
ま
す
増
え
る

な
か
で
、
き
め
細
か
な
関
わ
り
や
相
談

件
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

昭
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
昭

和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
の
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
町
内
の
高
齢

者
と
と
も
に
、
各
地
区
で
知
恵
を
出
し

合
い
行
動
す
る
中
で
、
自
助
・
共
助
・

公
助
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
2
月
18
日
、
3
月
議
会
を
前
に
工
事

の
現
場
に
行
き
、
課
題
を
探
り
ま
し
た
。

　
押
原
公
園
は
完
成
を
目
前
に
、
住
民

が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
、
常
永
土
地
区
画
整

理
事
業
は
26
年
3
月
ま
で
に
す
べ
て
の

工
事
を
完
成
し
、
28
年
3
月
末
ま
で
に

事
業
を
終
え
る
予
定
の
組
合
事
業
で
す

が
、
区
画
整
理
地
内
で
は
大
型
商
業
施

設
建
設
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

増穂町議会運営委員会の皆さん

12月議会定例会終了後も、多くの市町村から昭和町議会へ視察に訪れました。

　
井
戸
端
会
議
・
山
梨
学
院
大
学
と
の
提
携
を
中
心
と
し
た
議
会

改
革
の
視
察
と
、
議
会
広
報
の
視
察
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
は
、
昭
和
町
議
会
の
取
り
組
み
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
紹
介
、
議
員
は
、
従
来
の
活
動
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
自
己
の

資
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
議
会
改
革
を
推
し
進
め
、
住
み
よ

い
町
を
つ
く
る
た
め
、
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ど
の
議
会
か
ら
も
、
逆
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
点
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

議
会
広
報
の
視
察
で
は
、
21
年
度
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
準
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
苦
労
し
た
点
を
紹
介
し

な
が
ら
、
互
い
の
議
会
広
報
の
向
上
の
た
め
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

山梨県増穂町議会運営委員会

長野県駒ヶ根市議会報編集委員会

長野県松川町議会あり方研究会

静岡県清水町議会広報編集委員会

22日

9日

15日

26日

1月

2月

2月

4月

平
成
22
年
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山
梨
県
で
一
番
小
さ
く
て
も
豊
か
な
町
。
高
齢

化
率
が
15
％
、
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
若
々
し

い
ま
ち
・
昭
和
町
。

　
こ
ん
な
昭
和
町
に
生
ま
れ
育
っ
て
78
年
。
思
え

ば
私
の
住
む
清
水
新
居
は
、
か
つ
て
は
清
水
山
家

と
い
わ
れ
、
不
便
の
代
名
詞
の
よ
う
に
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
発
展
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
バ
イ
パ
ス
と
南
西
通
り
の
道
路
、

児
童
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
て
ら
す
」
、
冷
暖
房
が
完

備
し
、
選
挙
時
の
投
票
所
に
も
な
る
公
民
館
、
大

型
ス
ー
パ
ー
や
西
条
小
学
校
も
近
く
に
あ
り
、
な

ん
の
不
自
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
あ
り
が

た
い
の
は
、
週
2
回
、
町
の
バ
ス
が
無
料
で
温
泉

へ
送
迎
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　
60
年
以
上
前
に
清
水
新
居
は
昭
和
村
か
ら
離
れ
、

甲
府
市
に
入
る
こ
と
を
試
み
、
村
の
役
職
を
総
辞
退
、

小
中
学
校
、
農
協
も
甲
府
市
に
入
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
昭
和
町
か
ら
分
か
れ

て
と
考
え
て
い
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
西
条

小
学
校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
の
が
、

そ
の
証
拠
で
す
。

　
青
空
と
緑
と
産
業
の
町
、
小
さ
く
て
も
豊
か
な
町
・

昭
和
町
の
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

 
町
制
施
行
は
昭
和
46
年
4
月
1
日
。
私
は
こ
の

年
に
町
議
会
議
員
に
な
り
、
人
口
は
5
、
8
0
0
人
、

世
帯
数
1
、
3
1
4
戸
、
一
般
会
計
予
算
4
億
円

と
大
変
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
で
し
た
。

　
昭
和
町
に
な
っ
て
上
河
東
南
部
一
帯
の
開
発
、

一
戸
建
て
分
譲
住
宅
、
2
階
建
て
町
営
住
宅
2
棟
、

県
営
5
階
建
ア
パ
ー
ト
4
棟
、
山
梨
医
大
宿
舎
3
棟
、

民
間
貸
店
舗
も
出
現
し
、
急
激
に
都
市
化
が
進
み

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
国
母
・
釜
無
両
工
業
団
地
の
用
地
買
収

で
汗
を
か
き
、
同
じ
時
期
に
町
の
真
ん
中
を
貫
く

中
央
自
動
車
道
の
杭
打
ち
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
用

地
買
収
が
始
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
は
予
算
も
少
な
く
、
執
行
部
と
意
見

が
対
立
し
、
委
員
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
時
も
あ
り
、

今
で
は
大
問
題
に
な
る
の
で
は
と
、
当
時
を
振
り

返
り
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
あ
る
度
に
興
味
深
く
議
会
広
報
誌
を
読

ん
で
い
ま
す
が
、
人
口
1
7
、
0
0
0
人
、
一
般

会
計
予
算
も
69
億
円
強
と
桁
違
い
の
財
政
規
模
に

目
を
見
張
り
、
行
く
行
く
は
単
独
市
制
実
現
の
夢

を
膨
ら
ま
す
老
輩
で
す
。

　
こ
ん
な
発
展
し
た
町
の
行
政
に
も
携
わ
る
事
が

で
き
、
素
晴
ら
し
い
昭
和
町
を
見
る
事
が
で
き
た

最
高
の
人
生
で
す
。
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河
西
区渡

辺
　
　
清
さん

わ
た

な
べ

き
よ
し

清
水
新
居
の
今
昔

古
き
を
訪
ね
て

清
水
新
居
区

石
原
　
千
鶴
さん

い
し

は
ら

ち

づ
る

　
入
園
・
入
学
・
就
職

と
、
新
た
な
旅
立
ち
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
年
の
中
で
も
、
こ

の
季
節
は
特
別
な
意
味

を
持
つ
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
昭
和
町
議
会
で
も
今
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
議
会
改
革
が
、
徐
々
に
花
開
こ
う
と

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
年
4
回
定
例
会
の
都
度
発
行
さ

れ
る
議
会
だ
よ
り
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
「
議
会
だ
よ
り
が
変
わ
っ
た
ね
」
と
か
、
「
見

や
す
く
な
っ
た
ね
」
な
ど
の
声
を
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
聞
き
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
昭
和
町
議
会
広
報
の

視
察
研
修
に
訪
れ
、
お
互
い
が
勉
強
し
合
え
る

機
会
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
議
会
改
革
を
進

め
て
い
く
上
で
、
目
に
見
え
る
顕
著
な
改
革
の

一
環
で
は
な
い
の
か
、
と
感
ず
る
気
が
い
た
し

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
、
編
集
委
員
が
担
当
し

た
ペ
ー
ジ
に
誠
意
を
持
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
に
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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河
住
　
保
茂
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